
米軍の即応訓練、燃料流出など生活環境無視に対する意見書 

 
 米空軍第１８航空団は、３月１２日から１６日まで嘉手納基地で即応訓練を実施

した。即応訓練では、Ｆ１５戦闘機等による訓練が実施され、夜間訓練や早朝６時

すぎから十数発の大爆発音が発生し、家屋が振動するなど町民に爆音被害、戦争へ

の恐怖心、不安を与えた。 
 ３月２１日には、嘉手納弾薬庫地区、ファーマーズゲート近くで不良地下燃料タ

ンクから約３０ガロン（１１３リットル）のディーゼル燃料が流出した。取水源、

比謝川への流出や農耕地への影響、火災発生も懸念された事故であり、米軍の安全

管理のズサン、管理体制が厳しく問われるものであり、再発防止策の徹底を強く求

めるものである。 
 また、３月１９日には、町立屋良小学校、嘉手納小学校で卒業式が実施されたが、

同時間帯にＦ１５戦闘機などの訓練による爆音が９０デシベル以上発生し、公式行

事がたびたび被害を受けた。学校当局から行事日の飛行自粛が出されていたのに米

軍は教育当局の願いを無視した。米軍の対応を容認することは出来ず、強い反省を

求め、善処方を求めるものである。 
 一方、嘉手納基地所属のＨＨ６０救難ヘリコプター２機が３月１４日夜、演習に

向う途中、うち１機が機体に故障が生じ、渡名喜村内の急患用ヘリポート近くに不

時着した。住民地域沿いへの米軍機の不時着は、極めて危険を伴うもので、ＨＨ６

０救難ヘリなど軍用機の整備点検、安全管理の徹底を強く要求するものである。 
 これらの米空軍嘉手納基地にかかる事件、事故は、いずれも町民、県民に大きな

被害を与えるものであり、断じて容認できず、厳しく抗議するものである。 
 よって、嘉手納町議会は、町民の生命と安全、財産、生活環境を守る立場から下

記事項の速やかな実現を強く求めるものである。 

 
記 

 

１ 米空軍嘉手納基地の即応訓練を今後中止すること。 
２ 燃料貯蔵タンクの安全管理の徹底、不使用・不良燃料タンクなどの総点検を実

施し、再発防止策の徹底、公表を行うこと。 
３ 学校の入学、卒業式など公式行事開催時における戦闘機等の飛行、訓練の中止、

爆音発生を規制すること。 
４ ＨＨ６０救難ヘリ等航空機の整備点検、安全管理を徹底し、住民地域上空の通

過をやめること。 
以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 
平成２４年３月２９日 
沖縄県嘉手納町議会 

                                

（あて先）                                      
  内閣総理大臣  外務大臣  防衛大臣  外務省沖縄大使              

  沖縄防衛局長  沖縄県知事 



 米軍の即応訓練、燃料流出など生活環境無視に対する抗議決議 

 
 米空軍第１８航空団は、３月１２日から１６日まで嘉手納基地で即応訓練を実施

した。即応訓練では、Ｆ１５戦闘機等による訓練が実施され、夜間訓練や早朝６時

すぎから十数発の大爆発音が発生し、家屋が振動するなど町民に爆音被害、戦争へ

の恐怖心、不安を与えた。 
 ３月２１日には、嘉手納弾薬庫地区、ファーマーズゲート近くで不良地下燃料タ

ンクから約３０ガロン（１１３リットル）のディーゼル燃料が流出した。取水源、

比謝川への流出や農耕地への影響、火災発生も懸念された事故であり、米軍の安全

管理のズサン、管理体制が厳しく問われるものであり、再発防止策の徹底を強く求

めるものである。 
 また、３月１９日には、町立屋良小学校、嘉手納小学校で卒業式が実施されたが、

同時間帯にＦ１５戦闘機などの訓練による爆音が９０デシベル以上発生し、公式行

事がたびたび被害を受けた。学校当局から行事日の飛行自粛が出されていたのに米

軍は教育当局の願いを無視した。米軍の対応を容認することは出来ず、強い反省を

求め、善処方を求めるものである。 
 一方、嘉手納基地所属のＨＨ６０救難ヘリコプター２機が３月１４日夜、演習に

向う途中、うち１機が機体に故障が生じ、渡名喜村内の急患用ヘリポート近くに不

時着した。住民地域沿いへの米軍機の不時着は、極めて危険を伴うもので、ＨＨ６

０救難ヘリなど軍用機の整備点検、安全管理の徹底を強く要求するものである。 
 これらの米空軍嘉手納基地にかかる事件、事故は、いずれも町民、県民に大きな

被害を与えるものであり、断じて容認できず、厳しく抗議するものである。 
 よって、嘉手納町議会は、町民の生命と安全、財産、生活環境を守る立場から下

記事項の速やかな実現を強く求めるものである。 

 
記 

 

１ 米空軍嘉手納基地の即応訓練を今後中止すること。 
２ 燃料貯蔵タンクの安全管理の徹底、不使用・不良燃料タンクなどの総点検を実

施し、再発防止策の徹底、公表を行うこと。 
３ 学校の入学、卒業式など公式行事開催時における戦闘機等の飛行、訓練の中止、

爆音発生を規制すること。 
４ ＨＨ６０救難ヘリ等航空機の整備点検、安全管理を徹底し、住民地域上空の通

過をやめること。 
以上、決議する。 

 
平成２４年３月２９日 
沖縄県嘉手納町議会 

                                      
（あて先） 
  駐日米国大使  在日米軍司令官  在日米軍沖縄地域調整官       
  在沖米国総領事  嘉手納基地第１８航空団司令官 


